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　　施した症例について
　apical　seat形成に失敗した症例を含めて，40
μAまでの長さに根管充墳した症例は9例で，0．5
㎜短かく韻した症例は7例の合計16例であっ
た．この両者には0．5mmによる差が認められな
かったので一括して傾向を述べると，16例中11例
はO－一　－O．5㎜の間にあり，かなり一定した徹
示した．これより根管口方向にあったのは一〇．8
㎜の1例のみで，あとの4例はすべて突出して
いた．
（3）　シーラーの溢出について
　X線写真上で根管内にapical　seatを形成した
位置より，シーラーが根尖方向には少しも溢出し
ていない症例を0，形成部を越えているが根尖孔
の開口部を越えていないものを＋とし，歯根膜腔
に根尖孔付近の根管と同じ直径以下のシーラーが
溢出している症例を十とし，それ以上を什とした
基準を設けてシーラーの溢出状態を調査した．な
16’　apical　seatの形成をしなかった症例は，主ガッ
タパーチャボイントの先端を判定の基準とした．
　apical　seat形成症例のシーラーの溢出は，
apical　seatがなく根尖孔を大きく拡大した症例
より少なく，矢張り根尖孔部の拡大の大きさに
従ってシーラーの溢出は増大することが判明した
　（表3）．
　　　　　　　考　　　　察
　今回の臨床実験は被検歯数が少なかったが，全
般的に見ると，日頃著者等が感じていることを裏
付けるような結果が得られた．R．C．　M．とE．　M．と
の一致率を知る必要性は，初めからE．M．のみを
使っている人々にはあまり関心はないかも知れな
い．しかしR．C．　Mを使って麻酔抜髄を行い，次回
に根管充填を行うために再度R．CMで測定する
際，ときには側枝や根尖分岐内の歯髄によると思
われる疹痛が発生し1°），E．　M．を使わなければなら
なくなることがある．このようなときに，前回の
抜髄と根管充填とで根管長に差が生じては困るわ
けである．今回の調査でR．　C．M．が40．0μAを指
すときは，E．M．は平均で41．0μAを示し，さらに
17例中の7例のみが40．0～40．5μAの間にあるが
あとは分散していたことは，玉澤等の実験「2｝でE．
M．が38．0μAを指すとき拡大器械の先端は，根尖
部0－－1．0㎜の間に72％の症例カミあるとの報
告には相反する結果が得られた．また抜髄時より
も抜髄後の次回治療時の方が，一定の数値を取る
傾向があったが，これは抜髄時の根尖歯周組織か
らの出血や，根管壁に付着している血液の影響を
受けたためではないかと考えられ，これらの影響
もR．C．M．よりE．M．の方が被りやすいように思
われる．
　R．C．　M．の25～30サイズ40μAでの根管長から
1．0㎜短かく，大き雄大基準で拡大する形成方
法は，根尖孔部を大きく拡大しないapicai　seat形
成法が，拡大時の電気抵抗値の測定によって，ど
の程度正確に行えるかを知るために行った実験で
ある．その結果R．C．M．とE．M．のいずれも測定
値は24～39μAの間に分散しており，apical　seat
を得るための適正な電流値は得られなかった．な
おこのときに，特に低い数値を示した症例があっ
たが，これらは根管壁よりかなり乾燥したように
見える削片が得られたり，または根尖方向に象牙
質削片を押し込んだと思われる症例であった．い
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ずれの場合も，電流値がかなり低下する原因にな
るものと思われる．いずれにせよこの度の実験か
らは，R．C．M．もEM．もいずれもそのままでは
apical　seatを正確には形成出来ず，　R．　C．　M．で40
μAの根管長を得て初めて形成出来ることがわ
かった．しかしこの方法は，根管に大きな攣曲や
屈曲があると，拡大が進むにつれて作業長が短か
く変ってくる恐れがあるので，完全なものとはい
えない．このapical　seat形成の被検歯に，根管歯
髄に感染のない抜髄症例を用いたのは，抜髄症例
における根管充墳やや不足例の臨床成績は良好で
あるとの以前の報告4・13）に基づいて，被検者に不
利益を与えないためであった．
　根管充填時にガッタパーチャポイントに併用す
るシー一ラーの，根尖歯周組織への溢出の有無を調
ぺた．勿論40μAまで大きな拡大を行った症例で
は，根尖狭窄部が破壊されているので，主ガッタ
パーチャポイントを根尖部まで挿入したときに，
根尖孔外ヘシーラーを容易に押し出してしまうこ
とが想像出来る．これまで行った報告でも同様な
結果が得られている5・7）．今回のapical　seat形成
法では，根尖狭窄部は25～30サイズの大きさまで
しか拡大されていず，そのためシーラーの溢出は
少なかった．しかしながら予想していたよりは多
く，この多くなった原因は，根管充填直前にR．C．
M．で40μAを示すまで25～30サイズの手用リー
マーを挿入して，E．　M値の再測定を行ったため
に，シーラーの溢出をしやすくしたのではないか
と考えている．
ま　　と　　め
　Root　Canal　Meterを基準としてEndodontic
Meterの測定値について検討してみた．また
apical　seat形成法に，この二機種が応用出来るか
についても調べてみたところ，以下のような結果
が得られた．
　1．抜髄時に根管内へ25～30サイズの手用リー
マーを挿入して，R．　C．　Mが40μAを指した時の
E．M．の測定値は平均41．OμAであり，40．0～40．5
μAの間にあったのは17例中7例であった．抜髄
後の次回治療開始時での測定では，14例中10例が
40．0±0．2μAの範囲内にあり，抜髄時より一定の
値を取る傾向が認められた．
　2．R．　C．　M．40μAの根管長より1．Omm短か
く挿入して，歯種により40～60サイズまで拡大し
た．この時のR．C．M．とE．M．の測定値は，いずれ
も一定せず分散していた．根管充填直後のX線写
真から，この方法et　apical　seat形成法として有効
であるとの印象を受けた．
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